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一
、
城
戸
南
華
『
書
譚
』

　

城
戸
南
華
〈
正
徳
二
―
天
明
八
（
一
七
一
二
―
一
七
八
八
）〉
は
、
初
名
を
廣

文
、
字
を
仲
華
と
い
い
、
豊
前
国
・
小
倉
藩
に
仕
え
た
人
物
で
あ
る
。
後
に
領
内

の
企き

救く

郡
蒲
生
村
に
隠
居
し
、
専
ら
書
法
を
収
め
、
最
も
草
書
・
楷
書
を
善
く
し

た
。
晩
年
は
、
京
都
の
天
龍
寺
に
身
を
寄
せ
、
名
を
桓
、
字
を
亭
一
と
改
め
、
南

華
と
号
し
た
。
南
華
と
号
す
る
と
い
う
こ
と
は
、『
荘
子
』
を
『
南
華
真
経
』
と

別
称
す
る
こ
と
か
ら
、
老
荘
思
想
に
も
帰
依
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
天
明
八
年
二
月
に
、
大
坂
で
七
十
七
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。
但
し
、
京
都

下
嵯
峨
の
法
輪
寺
境
内
に
あ
る
「
南
華
先
生
碑
」
に
は
「
丁
丑
七
月
三
日
病
没
、

年
四
十
一
」
と
あ
り
、
も
し
こ
れ
に
従
え
ば
、
南
華
の
生
没
年
は
享
保
二
年
―
宝

暦
七
年
（
一
七
一
七
―
一
七
五
七
）
と
な
り
、『
書
譚
』
奥
付
に
は
「
寶
曆
六
年

三
月
」
の
刊
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
晩
年
の
著
述
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
そ
の
伝
記
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

『
書
譚
』
は
、
全
三
十
七
譚
よ
り
成
る
書
論
で
あ
る
。「
譚
」
と
は
、
話
・
談
論

の
意
で
あ
る
か
ら
、『
書
譚
』
は
書
に
関
す
る
話
を
ま
と
め
た
も
の
、
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
巻
頭
に
約
一
丁
の
序
言
が
あ
り
、
続
け
て
三
十
七
譚
が
三
十
丁
に

亙
っ
て
著
述
さ
れ
る
。

『
日
本
書
論
集
成
』
第
一
巻
の
『
書
譚
』
解
題
で
、
北
川
博
邦
氏
は
、「
よ
く
一

家
の
見
識
を
示
し
た
所
が
あ
り
、
当
時
の
書
論
と
し
て
は
水
準
以
上
の
も
の
と
称

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
お
り
、『
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
』
の
著
者
で

あ
る
米
田
彌
太
郎
氏
も
「
当
時
と
し
て
は
稀
に
み
る
見
識
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。」
と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
書
学
に
お
い
て
『
書
譚
』
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
寧
ろ
中
国
の
研
究
者
に

よ
っ
て
、
日
中
の
書
法
交
流
を
探
る
観
点
か
ら
『
書
譚
』
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
唐
様
書
に
お
い
て
は
、
細
井
広
沢
〈
万
治
元
―
享
保
二
〇
（
一
六

五
八
―
一
七
三
五
）〉
を
中
心
と
す
る
広
沢
流
と
澤
田
東
江
〈
享
保
一
七
―
寛
政

八
（
一
七
三
二
―
一
七
九
六
）〉
を
中
心
と
す
る
東
江
流
が
二
大
潮
流
を
形
成
す

る
。
そ
れ
故
に
、
書
論
も
自
流
の
権
威
を
標
榜
し
が
ち
な
傾
向
が
生
ず
る
の
は
否

め
な
い
。

　

し
か
し
、『
書
譚
』
に
お
け
る
南
華
の
学
究
態
度
は
、
客
観
的
で
あ
り
、
ま
た

批
判
的
で
も
あ
る
。
当
時
に
お
い
て
は
、
ま
ず
中
国
書
論
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し

た
か
が
重
要
事
で
あ
り
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
有
用
、
と
い
う
性
質
が
あ
る
。

唐
様
書
論
は
中
国
書
論
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
批
評
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
編
む
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
編
者
の
意
図
が

あ
る
わ
け
で
、
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
、
自
身
の
按
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語
を
付
す
動
き
が
生
ま
れ
る
の
は
必
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
按
語
を

付
す
か
に
、
学
者
の
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
南
華

は
実
に
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

南
華
の
『
書
譚
』
が
ど
の
よ
う
な
書
論
で
あ
る
か
、
全
三
十
七
譚
を
紹
介
す
る
。

二
、『
書
譚
』
編
纂
の
意
図

　

南
華
の
『
書
譚
』
編
纂
の
意
図
は
、
巻
頭
約
一
丁
の
序
言
に
明
ら
か
で
あ
る
。

以
下
、
原
文
（
漢
文
）
を
翻
刻
し
た
上
で
、
訓
読
す
る
。
ま
た
、
語
釈
を
付
し
、

大
意
を
示
し
た
。
な
お
、〈
原
文
〉
は
表
記
通
り
の
旧
字
で
翻
刻
し
、〈
訓
読
〉
は

原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
た
。

〈
原
文
〉

　

古
書
猶
今
書
。
今
書
猶
古
書
。
象
有
淳
醨
。
體
有
文
質
。
而
出
於
自
然
、
貫
於

一
揆
。
孰
知
千
里
之
差
於
毫
釐
耶
。
古
今
時
也
。
因
革
變
也
。
推
時
、
處
變
。
百

世
可
知
。
故
登
高
者
觀
遠
矣
。
邁
古
者
知
明
矣
。
加
之
以
研
精
、
申
之
以
歳
月
。

服
而
不
厭
、
雖
不
中
不
遠
矣
。
人
亦
有
言
。
百
而
千
之
。
恍
焉
有
會
。
雖
則
云

爾
、
鮑
師
之
子
不
覺
臭
焉
。
白
沙
入
淄
不
染
而
黑
。

　

苟
滞
末
途
而
不
見
上
方
、
則
終
身
勞
悴
陷
於
魔
境
。
故
該
古
今
之
書
、
察
因
革

之
際
。
得
諸
心
而
應
於
手
。
怪
馬
之
就
於
坦
途
不
啻
也
。
此
二
端
者
難
易
之
所

由
、
而
正
邪
之
所
分
焉
。
譚
之
不
可
以
已
也
。

〈
訓
読
〉

　

古
の
書
は
猶
ほ
今
の
書
の
ご
と
し
。
今
の
書
は
猶
ほ
古
書
の
ご
と
し
。
象

か
た
ち

に

淳＊
じ
ゅ
ん
り醨
有
り
。
体
に
文
質
有
り
。
而
し
て
自
然
に
出
で
て
、
一＊

揆
を
貫
く
。
孰
か
千＊

里
の
毫ご
う

釐り

に
差た
が

ふ
こ
と
を
知
ら
ん
や
。
古
今
は
時
な
り
。
因＊

革
は
変
な
り
。
時
を

推
し
、
変
に
処
る
。
百
世
知
る
可
し
。
故
に
高
き
に
登
る
者
は
観
る
こ
と
遠
し
。

古
に
邁ゆ

く
者
は
知
る
こ
と
明
な
り
。
之
に
加
ふ
る
に
研
精
を
以
て
し
、
之
に
申の

ぶ

る
に
歳
月
を
以
て
す
。
服
し
て
厭
は
ざ
れ
ば
、
中あ
た

ら
ず
と
雖
も
遠
か
ら
ず
。
人
も

亦
た
言
有
り
。
百
に
し
て
之
を
千
に
す
。
恍＊

焉
と
し
て
会か
な

ふ
こ
と
有
り
。
則
ち
爾し
か

云
ふ
と
雖
も
、
鮑
師
の
子 

臭
を
覚
ら
ず
。
白
沙
淄し

に
入
れ
ば
染
ま
ず
し
て
黒
し
。

　

苟
く
も
末
途
に
滞
り
て
上
方
を
見
ざ
れ
ば
、
則
ち
終
身
労
悴
し
て
魔
境
に
陥

る
。
故
に
古
今
の
書
を
該か

ね
、
因
革
の
際
を
察
す
。
諸こ
れ

を
心
に
得
て
手
に
応
ず
。

怪＊

馬
の
坦
途
に
就
く
啻た
だ

な
ら
ざ
る
な
り
。
此
の
二
端
は
難
易
の
由
る
所
に
し
て
、

正
邪
の
分
か
つ
所
な
り
。
譚
の
以
て
已
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

〈
語
釈
〉

＊
淳
醨
…
濃
い
酒
と
薄
い
酒
。
美
酒
と
粗
酒
。
転
じ
て
、
人
の
天
性
や
人
情
・
風

俗
の
厚
い
と
薄
い
の
喩
え
。
醇
醨
。
淳
漓
。

＊
一
揆
…
道
理
を
一
に
す
る
こ
と
。

＊
千
里
之
差
於
毫
釐
…「
毫
釐
」
は
、
少
し
、
わ
ず
か
の
意
。「
毫
釐
千
里
」
は
、

初
め
に
お
け
る
わ
ず
か
の
差
が
、
し
ま
い
に
は
大
き
な
差
異
に
な
る
こ
と
。

『
史
記
』
太
史
公
序
に
「
失
之
毫
釐
、
差
以
千
里
」（
之
を
毫
釐
に
失
す
れ

ば
、
差
ふ
に
千
里
を
以
て
す
）
と
あ
る
。

＊
因
革
…
旧
に
因
る
こ
と
と
変
革
す
る
こ
と
。

＊
恍
焉
…
は
っ
と
理
解
す
る
さ
ま
。
恍
然
。

＊
怪
馬
就
於
坦
途
…
平
ら
か
な
道
。
唐
・
韓
愈
の
「
寄
盧
仝
」
に
「
近
来
自
説
尋

坦
途
、
猶
上
虚
空
跨
緑
駬
」（
近
来
自
ら
説
い
て
坦
途
を
尋
ね
、
猶
ほ
虚
空

に
上
る
に
緑

り
ょ
く

駬じ

に
跨
る
が
ご
と
し
）
と
あ
る
の
が
、
本
文
に
近
い
。
緑
駬

（
騄
駬
）
は
周
の
穆
王
の
良
馬
の
名
。

〈
大
意
〉

　

古
の
書
と
今
の
書
に
は
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
自
然
に
出
で
て
そ
の
道
理
を

一
に
す
る
。
学
書
に
対
す
る
最
初
の
わ
ず
か
な
違
い
が
、
し
ま
い
に
は
大
き
な
差

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
高
み
を
目
指
す
者
は
遠
く
ま
で
望
む
こ

と
が
で
き
、
古
に
遡
る
者
は
、
深
く
淵
源
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
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こ
に
日
々
の
研
鑽
を
積
み
、
時
間
を
か
け
て
学
ん
で
ゆ
け
ば
良
い
の
で
あ
る
。
さ

す
れ
ば
、
あ
る
時
、
は
っ
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

い
つ
ま
で
も
末
途
に
留
ま
り
、
上
方
を
目
指
さ
ず
に
い
る
と
、
終
身
労
苦
し
て

魔
境
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
古
今
の
書
を
併
せ
学
び
、
時
に
は
し
き
た
り
通

り
に
し
、
時
に
は
改
め
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
こ
と
を
心
得
て
、
手
に
応
じ
る
よ

う
に
す
る
の
が
大
事
で
あ
る
。
名
馬
が
平
ら
か
な
道
を
得
る
よ
う
に
、
道
理
を
悟

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
古
今
と
因
革
の
二
端
は
、
難
易
の
よ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
、
正
邪
の
分
か
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
譚
を
ま
と
め
る
こ
と

で
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
序
言
か
ら
は
、
書
に
対
す
る
ス
ト
イ
ッ
ク
と
も
言
う
べ
き
南
華
の
精
神
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
書
論
に
見
ら
れ
る
、
例
え
ば
、
王
羲
之
を
ひ

た
す
ら
に
尊
崇
す
る
も
の
、
晋
唐
書
へ
の
復
古
を
唱
え
る
こ
と
で
自
流
を
標
榜
す

る
も
の
、
あ
る
い
は
、
神
韻
の
発
露
を
追
い
求
め
る
精
神
論
的
な
も
の
、
は
た
ま

た
、
中
国
書
論
の
要
諦
を
切
り
剝
ぎ
し
て
紹
介
し
た
も
の
、
と
は
一
線
を
画
し
て

い
る
。
典
拠
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
研
鑽
に
裏
打
ち
さ
れ
た
高
度
な
見
識
や
不
易

流
行
と
も
言
う
べ
き
柔
軟
な
学
究
態
度
は
、
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、『
書
譚
』
概
説

　

『
書
譚
』
全
三
十
七
譚
を
概
説
す
る
。
先
に
、
書
の
諸
領
域
を
包
括
す
る
と
述

べ
た
が
、
譚
之
一
か
ら
譚
之
十
五
ま
で
の
十
五
譚
は
、
す
べ
て
書
体
を
中
心
に
据

え
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
全
体
の
五
分
の
二
が
書
体
に
関
す
る
譚
で
あ

り
、
南
華
が
書
体
の
整
理
に
注
力
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
譚
之
十
六
か
ら

譚
之
二
十
三
に
か
け
て
は
、
運
筆
法
、
執
筆
法
、
文
房
と
い
っ
た
書
の
実
態
に
即

し
て
論
じ
、
譚
之
二
十
四
か
ら
譚
之
三
十
に
か
け
て
は
、
書
の
精
神
性
や
臨
摹
の

重
要
性
、
ま
た
、
書
法
の
系
譜
や
品
第
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
。
譚
之
三
十
一

以
降
は
、
具
体
的
に
書
家
を
列
挙
し
て
論
評
し
、
最
終
の
譚
之
三
十
七
で
は
、
書

と
詩
の
強
い
関
係
性
に
つ
い
て
、
独
自
の
見
解
を
述
べ
て
擱
筆
と
す
る
。

　

『
書
譚
』
に
関
す
る
研
究
論
文
に
、
曹
悦
「
中
国
篆
書
書
法
対
日
本
的
影
響
与

普
及
―
以
城
戸
桓
《
書
譚
》
為
中
心
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
一
〇
号　

二
〇
一
七
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
清
代
の
篆
書
書
法
が
江
戸
時
代
の
日
本
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を
、『
書
譚
』
を
中
心
と
し
て
精
査
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
論
文
が
『
書
譚
』
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

『
書
譚
』
が
日
中
の
書
法
交
流
を
探
る
上
で
、
い
か
に
重
要
な
書
論
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
る
か
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
曹
氏
は
篆
書
の
源
流
か
ら
形
成
に

至
る
譚
之
一
か
ら
譚
之
六
に
注
目
し
、
南
華
が
ど
の
よ
う
な
中
国
文
献
を
踏
ま
え

た
も
の
か
、
そ
の
典
拠
を
丹
念
に
調
査
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　

本
稿
で
は
、
全
三
十
七
譚
に
つ
い
て
、
各
譚
の
梗
概
が
推
察
で
き
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
キ
ー
ワ
ー
ド
と
冒
頭
あ
る
い
は
主
題
と
な
る
一
節
を
掲
げ
、
◇
通
釈　

＊
補
注
を
示
し
た
。

　

な
お
、
該
当
譚
の
字
数
を
（　

）
で
示
し
た
が
、
こ
れ
は
曹
氏
の
カ
ウ
ン
ト
に

拠
る
。『
書
譚
』
の
版
本
刊
行
は
、
京
都
の
書
肆
・
丸
屋
の
圓
屋
清
兵
衛
で
あ

る
。
版
組
が
整
然
且
つ
明
瞭
で
、
行
に
よ
る
く
ず
れ
は
見
ら
れ
な
い
。
半
丁
は
一

行
十
八
字
×
十
四
行
で
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
全
一
四
四
字
、
一
丁
で
全
二
八

八
字
と
な
る
。
字
数
か
ら
お
よ
そ
の
行
数
な
ら
び
に
丁
数
が
推
量
で
き
、
割
か
れ

た
紙
幅
に
よ
っ
て
、
執
筆
に
対
す
る
南
華
の
力
点
も
窺
え
る
。

　

譚
之
一　
　

（
四
四
六
字
）

　
　

古
文
、
科
斗
、
倉そ

う

頡け
つ

、
結け
つ

縄じ
ょ
う、

書
契
、
六り
く

義ぎ

、
石
鼓
文
、
奇
字

　
　

古
文
科
斗
也
。
倉
頡
創
之
。
而
不
詳
頡
何
時
之
人
。

　
　

◇ 
古
文
と
は
科
斗
文
字
の
こ
と
で
あ
る
。
倉
頡
が
創
始
し
た
と
い
う
。
し
か

し
、
倉
頡
が
い
つ
の
時
代
の
人
か
詳
ら
か
で
な
い
。

　
　

＊ 

古
文
は
先
秦
時
代
の
文
字
。『
説
文
解
字
』
序
の
六
書
の
一
で
、
許
慎
は

孔
子
旧
宅
の
壁
中
よ
り
発
見
し
た
書
物
に
用
い
ら
れ
た
文
字
、
と
注
す

る
。
字
形
が
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
科
斗
文
字
と
も
呼
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ば
れ
た
。
倉
頡
は
、
文
字
を
創
始
し
た
と
い
う
伝
説
上
の
人
物
。

　

譚
之
二　
　

（
一
三
〇
字
）

　
　

大だ
い

篆て
ん

、
籀
ち
ゅ
う

文ぶ
ん

、
史し

籀ち
ゅ
う、
摹も

印い
ん

篆て
ん

　
　

大
篆
籀
文
也
。
篆
傳
也
。
言
使
之
傳
久
遠
也
。
周
宣
王
時
、
史
籀
所
作
。
與

古
文
大
同
而
小
異
。

　
　

◇ 

大
篆
は
籀
文
の
こ
と
で
あ
る
。
篆
と
は
伝
の
意
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、

こ
の
文
字
を
永
遠
に
伝
え
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
の
宣
王
の
時

に
、
史
籀
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
。
古
文
と
非
常
に
よ
く
似
て
、
細
か
な
違

い
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　

＊ 

大
篆
は
、『
説
文
解
字
』
序
の
八
体
中
の
一
で
、
籀
文
と
も
い
う
。
唐
・

張
懐
瓘
『
書
断
』
に
は
、
周
の
太
史
・
籀
が
作
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
人
が

籀
文
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
る
が
、
清
の
王
國
維
は
、
史
籀

は
人
名
で
は
な
い
と
否
定
す
る
。

　

譚
之
三　
　

（
八
四
字
）

　
　

款か
ん

識し

篆て
ん

　
　

欵
識
篆
列
國
時
之
字
也
。
後
世
得
諸
金
物
、
因
以
爲
稱
。
蓋
欵
識
本
陰
鏤
陽

彫
之
稱
也
。

　
　

◇ 

款
識
篆
は
、
春
秋
戦
国
時
代
の
文
字
で
あ
る
。
後
世
こ
れ
を
金
物
に
見
つ

け
た
こ
と
か
ら
、
款
識
篆
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
思
う
に
、
款
識

と
は
、
も
と
陰
鏤
陽
彫
の
呼
称
で
あ
る
。

　
　

＊ 

款
識
篆
と
は
、
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
た
銘
文
の
こ
と
。
元
末
の
陶
宗
儀

『
輟て

っ

耕こ
う

録ろ
く

』
に
は
、「
識
は
外
に
在
り
て
凸
、
款
は
内
に
在
り
て
凹
」
と
い

う
が
、「
鐘
鼎
彝
器
款
識
」
の
語
が
あ
る
よ
う
に
、
凹
（
陰
）・
凸
（
陽
）

に
拘
ら
ず
「
款
識
」
と
い
い
、
南
華
も
こ
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

　

譚
之
四　
　

（
二
八
七
字
）

　
　

小
篆
、
李
斯
、
史
籀
、
大
篆
、
嶧
山
碑
、
泰
山
碑

　
　

小
篆
秦
李
斯
所
作
。
皆
取
史
籀
大
篆
。
或
頗
省
改
。

　
　

◇ 

小
篆
は
秦
の
李
斯
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
史
籀
の
大
篆
に
基

づ
い
て
い
る
。
或
い
は
、
こ
れ
を
大
幅
に
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
　

＊ 

小
篆
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
中
央
集
権
国
家
建
設
の
た
め
に
文
字
統
一
を
図

り
、
宰
相
の
李
斯
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
公
用
標
準
書
体
。
狭
義
の
篆
書

は
、
こ
の
小
篆
を
指
す
。

　

譚
之
五　
　

（
二
一
五
字
）

　
　

摹
印
篆
、
繆

び
ゅ
う

篆て
ん

　
　

摹
印
篆
即
繆
篆
。
秦
漢
異
其
稱
耳
。
吾
衍
誤
謂
漢
有
摹
印
篆
。
如
篆
如
隷
。

　
　

◇ 

摹
印
篆
と
は
繆
篆
の
こ
と
で
あ
る
。
秦
と
漢
と
で
呼
称
が
異
な
る
だ
け
で

あ
る
。
南
宋
の
吾ご

丘
き
ゅ
う

衍え
ん

は
誤
っ
て
漢
に
摹
印
篆
あ
り
、
と
言
っ
て
い

る
。
篆
書
の
よ
う
で
あ
り
、
隷
書
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　
　

＊ 

摹
印
篆
は
、
印
章
に
用
い
る
文
字
。『
説
文
解
字
』
序
の
八
体
中
の
一

で
、
王
莽
・
新
の
六
書
中
の
一
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
繆
篆
は
、
こ
れ
に
同

じ
。
清
の
段
玉
裁
は
、「
則
ち
新
莽
の
繆
篆
な
り
」
と
注
し
、
篆
書
を
方

形
の
印
面
に
収
め
る
た
め
、
文
字
の
点
画
を
繆
（
屈
曲
）
す
る
と
解
釈
す

る
。
南
華
は
、
秦
代
で
は
摹
印
篆
、
漢
代
で
は
繆
篆
と
称
す
る
も
、
こ
の

二
種
は
同
一
の
も
の
と
す
る
。

　

譚
之
六　
　

（
二
七
三
字
）

　
　

鳥
ち
ょ
う
ち
ゅ
う

蟲
、
龍り
ょ
う
だ蛇

　
　

鳥
蟲
龍
蛇
等
之
篆
、
其
目
存
而
其
字
不
存
。

　
　

◇ 

鳥
蟲
書
や
龍
蛇
書
な
ど
の
装
飾
的
篆
書
体
は
、
目
録
に
は
そ
の
名
が
見
え

る
が
、
文
字
と
し
て
は
伝
存
し
な
い
。

　
　

＊ 

鳥
蟲
書
は
、『
説
文
解
字
』
序
で
、
王
莽
・
新
の
六
書
中
の
一
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
鳥
や
虫
を
か
た
ど
っ
た
装
飾
書
。
南
華
は
過
眼
し
な
か
っ
た
よ
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う
で
あ
る
が
、
字
例
が
伝
わ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
龍
蛇
書
は
、「
筆

走
龍
蛇
」（
李
白
「
草
書
歌
行
」）
の
よ
う
に
筆
勢
の
あ
る
達
筆
を
形
容
す

る
が
、
本
譚
で
は
龍
蛇
篆
な
る
雑
体
書
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

譚
之
七　
　

（
二
九
二
字
）

　
　

隷
書
、
佐
書
、
程て

い

邈ば
く

　
　

隷
書
佐
書
也
。
以
佐
使
奴
隷
之
事
也
。
出
於
始
皇
時
、
不
詳
作
者
。
或
云
、

程
邈
所
作
。

　
　

◇ 

隷
書
は
佐
書
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
呼
称
は
、
佐
使
（
佐
史
、
漢
代
の
刺

史
の
属
官
）
や
奴
隷
の
、
補
佐
す
る
と
い
う
意
味
合
い
に
よ
る
。
秦
の
始

皇
帝
の
時
に
出
現
し
た
が
、
作
者
は
詳
ら
か
で
な
い
。
或
い
は
程
邈
が

作
っ
た
と
も
言
う
。

　
　

＊ 

隷
書
は
、『
説
文
解
字
』
序
の
八
体
中
の
一
に
挙
げ
ら
れ
、
左
書
（
佐
書
）

は
同
書
、
王
莽
・
新
の
六
書
の
一
に
見
え
る
の
が
初
出
。
秦
の
程
邈
が
隷

書
（
佐
書
）
を
創
始
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
誤
伝
で
あ
る
。

　

譚
之
八　
　

（
二
〇
四
字
）

　
　

八
分
、
漢
隷
、
章
程
、
梁

り
ょ
う

鵠こ
く

、
毛
弘
、
衛
恒
四
体
篇

　
　

八
分
漢
隷
也
。
又
稱
章
程
。
至
魏
時
善
者
、
僅
梁
鵠
毛
弘
徒
。
而
毛
之
書
、

漢
而
不
漢
。
興
時
運
爲
其
韻
。
稱
之
曰
、
八
分
。
此
其
稱
之
所
興
。
故
漢
斷

無
八
分
之
目
。
始
見
於
衛
恒
四
體
篇
。

　
　

◇ 

八
分
は
漢
隷
で
あ
る
。
ま
た
章
程
と
も
称
す
。
魏
の
時
に
至
り
、
八
分
を

善
く
す
る
者
は
、
僅
か
に
梁
鵠
・
毛
弘
の
み
で
あ
る
。
毛
弘
の
書
は
、
漢

代
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
漢
代
に
盛
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
後
に
時
運

が
興
り
、
そ
の
風
韻
が
広
ま
っ
た
。
こ
れ
を
称
し
て
八
分
と
言
う
。
こ
れ

が
そ
の
呼
称
の
興
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
漢
代
の
目
録
に
は
、
八
分
の
語

は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
八
分
の
語
は
、
西
晋
・
衛
恒
の
『
四
体
書
勢
』

が
初
出
で
あ
る
。

　
　

＊ 

章
程
書
に
つ
い
て
、
唐
・
張
懐
瓘
『
書
断
』
で
は
八
分
の
別
称
と
し
て
お

り
、
南
華
は
こ
れ
に
基
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
今
日
の
書
学
で

は
、
後
漢
〜
三
国
・
魏
の
鍾
繇
の
「
宣
示
表
」「
力
命
表
」
等
を
念
頭
に

置
き
、
楷
書
の
別
称
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
梁
鵠
は
三
国
・
魏
の

人
。
八
分
の
名
手
と
さ
れ
る
。
毛
弘
は
後
漢
の
人
で
あ
る
が
、
梁
鵠
に
師

事
し
た
と
さ
れ
る
。
西
晋
・
衛
恒
の
『
四
体
書
勢
』
に
は
、「
梁
鵠
の
弟

子
・
毛
弘
が
秘
書
省
で
教
え
、
今
の
八
分
は
皆
、
毛
弘
の
法
で
あ
る
」
と

見
え
る
。

　

譚
之
九　
　

（
九
二
字
）

　
　

行
書
、
楷
略
、
行
押
書
、
劉
徳
昇

　
　

行
書
楷
略
也
。
本
稱
行
押
書
。
後
人
皆
云
、
出
於
後
漢
劉
徳
升
。
非
是
。
徳

升
以
善
行
書
、
始
稱
於
四
體
篇
。
而
不
謂
劉
創
。

　
　

◇ 

行
書
は
楷
書
を
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
行
押
書
（
行
狎
書
）
と
言
っ

た
。
後
の
人
は
皆
、
行
書
は
後
漢
の
劉
徳
昇
か
ら
起
こ
っ
た
と
言
う
。
だ

が
、
そ
う
で
は
な
い
。
劉
徳
昇
は
行
書
を
善
く
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
西

晋
・
衛
恒
『
四
体
書
勢
』
に
称
さ
れ
る
。
し
か
し
、
劉
徳
昇
よ
り
始
ま
っ

た
と
は
記
述
し
て
い
な
い
。

　
　

＊ 

南
華
が
楷
略
の
語
を
ど
の
よ
う
な
意
で
用
い
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い

が
、
楷
書
の
点
画
が
簡
略
化
さ
れ
て
行
書
が
誕
生
し
た
と
理
解
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
劉
徳
昇
に
つ
い
て
は
、
西
晋
・
衛
恒
『
四
体
書
勢
』
に
、

「
魏
の
は
じ
め
に
鍾
繇
と
胡
昭
の
二
家
が
行
書
の
法
を
為
し
た
が
、
二
人

と
も
劉
徳
昇
に
学
ん
だ
」
と
あ
る
だ
け
で
、
南
華
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

劉
徳
昇
が
行
書
の
創
始
者
で
あ
る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
南
朝
・
宋
の

羊
欣
『
古
来
能
書
人
名
』
に
は
「
行
書
を
善
く
し
た
」
と
し
て
、
劉
徳
昇

の
名
が
見
え
る
。
唐
・
張
懐
瓘
『
書
断
』
に
は
、「
後
漢
の
桓
帝
・
霊
帝

の
時
に
、
劉
徳
昇
が
行
書
を
創
始
し
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
確
証

は
な
い
。
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譚
之
十　
　

（
二
八
六
字
）

　
　

艸
書
、
草
創
、
草
昧

　
　

艸
書
取
裨
諶
草
創
之
義
。
後
人
誤
爲
草
昧
之
義
非
也
。
此
書
體
尤
略
、
而
非

奉
君
上
者
也
。
其
始
自
漢
。
不
知
誰
造
。

　
　

◇ 
草
書
は
、「
裨ひ

諶じ
ん

草
創
」（
裨
諶
が
草
稿
を
作
っ
た
）
の
義
で
あ
る
。
し
か

し
、
後
の
人
は
、
誤
っ
て
「
草
昧
」（
物
事
の
始
ま
り
で
粗
略
な
さ
ま
）

の
義
で
取
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
書
体
は
、
も
っ
と
も
簡
略
な
も

の
で
、
君
上
に
奉
る
際
に
は
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
始
ま
り
は
漢
に

興
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
誰
が
創
始
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　

＊ 

『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
為
命
、
裨
諶
草
創
之
」（
命め
い

を
為つ
く

る
に
、
裨
諶
之
を

草
創
す
）
と
あ
り
、
朱
子
は
こ
れ
に
「
草
、
略
也
。
創
、
造
也
。
謂
造
為

草
藁
也
」（
草
は
略
な
り
。
創
は
造
る
な
り
。
草
藁
を
造
為
す
る
を
謂
ふ
）

と
注
す
る
。
鄭
の
国
で
は
、
文
書
作
成
の
際
に
は
裨
諶
が
草
稿
を
作
り
、

落
ち
度
が
無
か
っ
た
と
い
う
意
で
あ
る
。

　
　
　

 　

南
華
は
、
草
書
の
語
源
に
つ
い
て
、『
論
語
』
憲
問
篇
の
一
節
を
典
拠

と
し
、
草
稿
の
意
で
取
り
、
草
昧
・
草
卒
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
い
と
す

る
。
草
稿
に
用
い
る
書
体
が
草
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
君
上
へ
の
奉
書
に

用
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
南
華
の
指
摘
も
納
得
が
ゆ
く
。

　

譚
之
十
一　

（
一
〇
〇
字
）

　
　

新
字
、
楷
式

　
　

新
字
蓋
魏
太
武
始
元
二
年
、
初
造
千
餘
文
、
詔
曰
、
篆
隷
艸
楷
經
歷
久
遠
。

傳
習
多
失
其
眞
。
今
制
定
文
字
、
頒
下
遠
近
、
永
爲
楷
式
。

　
　

◇ 

新
字
は
思
う
に
、
魏
の
太
武
始
元
二
年
に
初
め
て
千
余
文
を
造
り
、
詔
し

て
言
う
こ
と
に
、
篆
・
隷
・
草
・
楷
の
経
歴
は
久
遠
で
あ
る
。
伝
習
が
多

く
そ
の
真
を
失
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
今
制
定
す
る
文
字
は
、
内
外
に
広

め
、
永
く
楷
式
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

＊
永
く
楷
式
と
す
る
新
字
の
制
定
に
つ
い
て
述
べ
た
譚
。

　

譚
之
十
二　

（
四
三
七
字
）

　
　

梵
書
、
佉き

ゃ

樓ろ

、
華
書

　
　

梵
書
以
中
天
竺
爲
正
。
三
藏
記
云
、
佉
樓
所
造
。

　
　

◇ 

梵
書
は
中
天
竺
を
も
っ
て
正
統
と
す
る
。『
三
蔵
記
』
に
は
佉
樓
が
作
っ

た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

　
　

＊ 

佉
樓
は
仙
人
の
名
。
佉
盧
・
佉
路
と
も
。
佉
樓
の
作
っ
た
文
字
は
、
左
か

ら
右
に
書
く
。
南
華
は
本
譚
に
二
丁
分
を
割
い
て
お
り
、
梵
字
に
対
す
る

関
心
が
高
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

譚
之
十
三　

（
三
二
四
字
）

　
　

飛
白

　
　

飛
白
本
非
定
體
之
名
。
蓋
毫
毛
繊
微
和
惠
而
燥
潤
得
宜
之
稱
耳
。

　
　

◇ 

飛
白
は
も
と
も
と
定
型
の
書
体
名
で
は
な
い
。
思
う
に
、
毫
毛
の
繊
微
和

恵
に
し
て
、
潤
渇
の
宜
し
き
を
得
て
、
飛
白
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
　

＊ 

南
朝
・
宋
の
羊
欣
『
古
来
能
書
人
名
』
が
「
飛
白
」
の
初
出
。
南
朝
・
梁

の
庾
元
威
『
論
書
』
に
は
「
飛
白
篆
」
と
見
え
る
。

　

譚
之
十
四　

（
一
八
二
字
）

　
　

六
書

　
　

六
書
者
書
學
之
鍵
鑰
、
經
籍
之
本
基
。
周
時
保
子
職
之
。
漢
而
獨
以
小
學
稱

焉
。

　
　

◇ 
六
書
は
書
学
の
肝
要
で
あ
り
、
経
籍
の
礎
で
あ
る
。
周
の
時
に
保
子
が
こ

れ
を
用
い
た
。
漢
代
に
な
っ
て
、
小
学
を
も
っ
て
六
書
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
　

＊ 

『
周
礼
』
地
官
小
司
徒
に
「
八
歳
入
小
学
、
保
氏
教
国
子
、
先
以
六
書
」

（
八
歳
小
学
に
入
り
、
保
氏
国
子
を
教
ふ
る
に
、
先
づ
六
書
を
以
て
す
）

と
あ
る
。「
六
書
」
は
、
今
日
で
は
『
説
文
解
字
』
序
に
基
づ
き
、
漢
字
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の
構
造
原
理
を
説
明
し
た
①
象
形
②
指
事
③
介
意
④
形
声
⑤
転
注
⑥
仮
借

を
い
う
こ
と
が
多
い
。
但
し
、「
六
書
」
に
は
二
義
あ
り
、
同
じ
く
『
説

文
解
字
』
序
の
王
莽
・
新
の
「
六
書
」
で
は
、
六
種
の
書
体
を
指
す
。
即

ち
、
①
古
文
②
奇
字
③
篆
書
④
左
書
⑤
繆
篆
⑥
鳥
蟲
書
を
い
い
、
南
華
も

書
体
概
説
に
お
い
て
、
王
莽
・
新
の
「
六
書
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
　
　

 　

近
藤
南
門
も
『
書
法
反
隅
』
の
中
で
、『
周
礼
』
の
一
節
を
引
き
、
保

氏
が
国
人
の
教
育
に
「
六
書
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
一
つ
の
方
向
性
を
確

立
し
た
が
、
実
際
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
で
な

い
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

譚
之
十
五　

（
二
一
三
字
）

　
　

古
籀
、
重
文
、
小
篆

　
　

古
籀
重
文
極
多
焉
。
小
篆
初
重
文
尠
焉
。
後
有
雜
作
古
籀
而
無
痕
者
。

　
　

◇ 

古
籀
に
は
重
文
が
き
わ
め
て
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
小
篆
は
当
初
は
重

文
が
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
古
籀
を
取
り
交
ぜ
て
作
製
す
る
う
ち

に
、
そ
の
痕
跡
が
不
明
な
も
の
も
出
て
き
た
。

　
　

＊ 

重
文
と
は
、
字
の
音
義
は
同
じ
だ
が
、
字
形
を
異
に
す
る
も
の
。『
説
文

解
字
』
で
「
一
」
と
「
弌
」
を
併
記
す
る
の
類
。
段
玉
裁
は
、
正
文
九
千

四
百
三
十
一
字
に
対
し
て
、
重
文
二
百
七
十
九
字
あ
る
、
と
注
す
る
。

　

譚
之
十
六　

（
五
五
二
字
）

　
　

書
法
之
書
、
七
十
二
法
、
永
字
八
法
、
書
心
画
也

　
　

書
法
之
書
、
古
無
有
。
蓋
六
藝
之
書
、
識
文
義
與
音
而
已
。
豈
後
世
書
家
者

流
之
比
哉
。
然
尚
觀
美
、
雖
古
亦
爾
。

　
　

◇ 

書
法
を
論
じ
た
書
は
、
古
代
に
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
六
藝
の
書
に
お
い

て
、
文
義
と
音
と
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
ど
う
し
て
後
世
の
書
家
者
流
に

比
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
美
を
尊
ぶ
気
持
ち

は
、
古
と
雖
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
　

＊ 

「
六
藝
之
書
」
と
は
、『
説
文
解
字
』
の
よ
う
に
六
書
に
つ
い
て
記
述
し
た

も
の
を
指
す
か
。
南
華
は
、
七
十
二
法
や
永
字
八
法
を
取
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
漢
の
楊
雄
の
「
書
心
画
也
」
を
挙
げ
る
。

　

譚
之
十
七　

（
一
八
三
字
）

　
　

石
帖
、
打
本
、
蠟
本
、
墨
本
、
蟬
翼
、
淳
化
帖
、
絳
帖
、
潭
帖

　
　

石
帖
始
唐
。
而
來
名
跡
不
朽
。
殘
縑
敗
楮
之
散
逸
、
野
火
雷
擊
之
碑
碣
、
至

周
彛
商
鼎
之
遺
象
、
稍
稍
傳
於
世
焉
。

　
　

◇ 

石
帖
は
唐
よ
り
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
名
跡
は
朽
ち
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
。
絹
帛
の
切
れ
端
や
敗
れ
た
楮
紙
の
散
逸
し
て
い
た
も
の
、
野
火

や
雷
撃
を
受
け
た
碑
碣
、
周
代
の
彛
や
殷
代
の
鼎
と
い
っ
た
遺
物
は
、
漸

く
に
し
て
世
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

＊ 

「
石
帖
」
は
石
刻
の
墨
帖
。
拓
本
の
技
法
・
種
類
に
打
本
、
蠟
本
、
墨

本
、
蟬
翼
拓
の
四
種
が
あ
る
と
す
る
。
淳
化
帖
、
絳
帖
、
潭
帖
は
集
帖
名
。

　

譚
之
十
八　

（
一
三
九
字
）

　
　

真
跡
、
米
芾
、
屋
漏
雨
、
官
帖
、
摹
搨
、
紙
墨
之
性

　
　

今
世
、
所
有
唐
以
上
之
真
跡
、
余
所
見
者
、
風
氣
及
紙
墨
之
間
、
皆
難
信
焉
。

　
　

◇ 

今
の
世
に
伝
存
し
て
い
る
唐
代
以
前
の
真
跡
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

私
の
見
る
限
り
、
風
気
や
紙
墨
の
様
子
か
ら
、
ど
れ
も
真
跡
と
は
信
じ
が

た
い
。

　
　

＊ 

真
跡
と
伝
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
真
偽
は
不
明
で
、
官
帖
（
官
刻

の
法
帖
）
に
所
載
す
る
筆
跡
の
多
く
は
、
摹
搨
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

　

譚
之
十
九　

（
八
三
字
）

　
　

影
書
、
丹
鉛
録
、
廓
塡
、
雙
鈎
、
響
搨

　
　

影
書
有
二
義
。
按
丹
鉛
録
六
朝
時
、
臨
摹
特
盛
。
其
曰
、
廓
塡
者
、
即
今
之

雙
鈎
。
影
書
者
、
如
今
之
響
搨
。
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◇ 

影
書
に
は
二
義
が
あ
る
。『
丹
鉛
録
』
を
按
ず
る
に
、
六
朝
時
代
に
は
、

臨
摹
が
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
言
う
に
、
廓
塡
（
文
字
の
輪
郭
を

写
し
取
り
、
墨
で
埋
め
る
方
法
）
は
、
今
の
雙
鉤
（
雙
鉤
塡
墨
）
で
あ

り
、
影
書
（
明
か
り
を
紙
背
か
ら
当
て
て
文
字
を
透
写
す
る
方
法
）
は
、

今
の
響
搨
（
嚮
搨
）
で
あ
る
。

　
　

＊ 

『
丹
鉛
録
』（『
丹
鉛
総
録
』）
は
、
明
・
楊
慎
撰
、
全
二
十
七
巻
（『
佩
文

斎
書
画
譜
』
巻
二
所
収
）。
本
譚
は
、『
丹
鉛
録
』「
明
楊
慎
論
影
書
」
を

典
拠
と
す
る
。
但
し
、『
丹
鉛
録
』
で
は
、「
六
朝
時
」
を
「
六
朝
人
、
尚

字
学
」
と
す
る
。
清
・
陳
元
龍
撰
『
格
致
鏡
原
』
巻
三
十
九
（
全
百
巻
）

に
も
『
丹
鉛
録
』
の
こ
の
一
文
が
引
か
れ
る
。

　

譚
之
二
十　

（
三
七
五
字
）

　
　

文
房
、
精
筆
佳
墨
、
不
擇
紙
筆
、
以
心
導
耳
目

　
　

文
房
須
精
撰
。
猶
良
工
之
利
其
器
也
。
夫
古
文
變
而
爲
篆
、
又
變
而
爲
隷

艸
。
其
器
則
廢
竹
挺
而
換
毛
管
、
廢
竹
牃
而
換
縑
紙
、
廢
漆
而
換
墨
。
是
皆

因
時
、
制
宜
、
貶
粗
、
攻
精
。
以
競
其
能
。

　
　

◇ 

文
房
は
精
選
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
良
工
が
そ
の
器
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
古
文
が
変
化
し
て
篆
書
と

な
り
、
さ
ら
に
変
化
し
て
隷
書
・
草
書
に
な
っ
た
。
そ
の
器
に
当
た
る
も

の
、
つ
ま
り
竹
挺
を
変
え
て
筆
管
と
し
、
竹
牃
を
変
え
て
縑
紙
と
し
、
漆

を
変
え
て
墨
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
、
時
に
応
じ
て
良
い

も
の
悪
い
も
の
を
選
別
し
て
、
よ
り
良
い
も
の
を
追
求
す
る
。
そ
の
よ
う

に
し
て
能
力
を
競
う
の
で
あ
る
。

　
　

＊ 

褚
遂
良
は
「
精
筆
佳
墨
に
非
ざ
れ
ば
、
未
だ
嘗
て
輒
ち
書
せ
ず
」
と
評
さ

れ
、
欧
陽
詢
は
「
書
に
臨
む
に
筆
を
択
ば
ず
」
と
評
さ
れ
る
。
ま
た
、
陳

師
道
等
の
言
、「
書
を
善
く
す
る
者
は
、
紙
筆
を
択
ば
ず
。
聖
人
は
心
を

以
て
耳
目
を
導
き
、
小
人
は
耳
目
を
以
て
心
を
導
く
。
巧
は
心
手
に
在

り
、
物
に
在
ら
ず
。」
を
引
く
。

　

譚
之
二
十
一
（
一
五
七
字
）

　
　

虚
神
浄
慮

　
　

將
書
之
時
、
虛
神
淨
慮
等
之
説
、
古
人
謂
其
一
端
耳
。
蓋
虛
神
淨
慮
、
居
恒

之
事
。
豈
臨
書
之
時
、
可
遽
而
爲
乎
。

　
　

◇ 

書
に
取
り
組
む
時
に
、「
虚
神
浄
慮
（
神
を
虚
に
し
慮
を
浄
す
）」
と
す
る

説
は
、
古
人
の
言
に
そ
の
一
端
が
窺
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
思
う
に
、

「
虚
神
浄
慮
」
と
は
、
ご
く
日
常
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
、

ど
う
し
て
書
に
臨
む
時
に
、
俄
か
に
「
虚
神
浄
慮
」
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

＊ 

「
虚
神
浄
慮
」
の
例
と
し
て
、
王
羲
之
が
他
日
改
め
て
「
蘭
亭
序
」
を
書

こ
う
と
し
た
が
満
足
の
い
く
も
の
が
で
き
な
か
っ
た
故
事
、
張
旭
が
大
酔

し
て
絶
叫
し
な
が
ら
筆
を
下
し
た
と
こ
ろ
、
醒
め
て
見
る
と
そ
れ
は
ま
さ

に
神
業
で
あ
っ
た
故
事
を
挙
げ
る
。

　

譚
之
二
十
二
（
九
二
字
）

　
　

執
筆

　
　

執
筆
只
要
鋒
之
正
。
而
如
搦
處
高
下
、
指
頭
多
少
、
腕
中
虛
實
。
古
人
言
之

大
略
耳
。

　
　

◇ 

執
筆
法
は
た
だ
鋒
の
正
し
さ
が
肝
要
で
あ
る
。
筆
管
を
握
る
位
置
の
高

低
、
筆
管
に
か
け
る
指
先
の
多
少
、
腕
中
の
虚
実
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

古
人
は
、
執
筆
法
の
大
略
を
言
う
の
み
で
あ
る
。

　
　

＊ 

文
字
の
大
き
さ
に
は
大
小
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
執
筆
法
も
さ
ま
ざ
ま

あ
っ
て
然
る
べ
き
と
説
く
。

　

譚
之
二
十
三
（
一
一
八
字
）

　
　

位
置
（
布
置
）、
大
字
促
令
小
、
小
字
展
令
大

　
　

位
置
猶
面
、
人
人
各
異
。
安
強
變
其
自
然
之
質
耶
。

　
　

◇ 

布
置
は
、
人
の
顔
の
よ
う
な
も
の
で
、
顔
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
よ
う
に
、

布
置
も
ま
た
そ
の
時
々
に
よ
る
。
ど
う
し
て
無
理
に
そ
の
自
然
の
質
を
変
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え
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

　
　

＊ 

偽
書
と
さ
れ
る
が
、
顔
真
卿
の
『
述
張
長
史
筆
法
十
二
意
』
の
十
二
番
目

「
称
」
に
「
大
字
蹙
之
令
小
、
小
字
展
之
為
大
字
（
大
字
は
之
を
蹙ち

ぢ

め
て

小
な
ら
し
め
、
小
字
は
之
を
展
べ
て
大
と
為
す
」
と
見
え
、
張
旭
が
顔
真

卿
に
筆
法
を
伝
授
し
た
も
の
と
す
る
。

　
　
　

 

「
大
字
促
令
小
、
小
字
展
令
大
」
の
言
は
、
米
芾
『
海
岳
名
言
』、
包
世

臣
『
藝
舟
双
楫
』、
馮
班
『
鈍
吟
書
要
』
の
他
、『
墨
荘
漫
録
』
巻
六
、

『
清
河
書
画
舫
』
巻
一
上
、『
佩
文
斎
書
画
譜
』
巻
七
・
巻
十
、『
書
法
正

伝
』
巻
十
、『
式
古
堂
書
画
彙
考
』
巻
二
・
巻
三
、『
六
藝
之
一
録
』、『
珊

瑚
網
』
巻
二
十
三
上
、『
説
郛
』
巻
八
十
八
上
等
、
多
く
の
類
書
に
収
録

さ
れ
る
。
但
し
、
南
華
は
こ
の
言
を
「
千
古
之
謬
論
」
と
評
し
て
い
る
。

　

譚
之
二
十
四
（
六
五
字
）

　
　

風
神
気
象

　
　

風
神
氣
象
也
。
逐
世
觸
事
、
遇
境
而
變
。
其
所
養
最
可
愼
焉
。

　
　

◇ 

風
神
は
気
象
で
あ
る
。
日
々
に
事
に
触
れ
、
そ
の
時
の
境
地
に
よ
っ
て
変

わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
養
う
こ
と
は
最
も
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

＊ 

南
華
は
「
風
神
」
に
つ
い
て
、「
猶
ほ
水
を
飲
み
て
冷
暖
自
ず
か
ら
知
る

が
ご
と
し
」
と
言
う
。
後
人
は
、
書
法
に
ば
か
り
縛
ら
れ
て
、
風
神
が
会

得
で
き
て
い
る
者
は
稀
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

譚
之
二
十
五
（
一
三
八
字
）

　
　

運
用
（
運
筆
・
用
筆
）、
折
釵
股
、
屋
漏
痕
、
錐
画
沙
、
壁
拆

　
　

運
用
因
體
裁
而
異
致
、
隨
細
大
而
殊
趣
。
如
所
謂
折
釵
股
、
屋
漏
痕
、
錐
畫

沙
、
璧
折
之
説
。

　
　

◇ 

運
筆
・
用
筆
は
そ
の
体
裁
に
よ
っ
て
風
致
を
異
に
し
、
そ
の
細
大
に
よ
っ

て
風
趣
を
殊
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
所
謂
「
折
釵
股
」、「
屋
漏
痕
」、「
錐

画
沙
」、「
璧
折
」（
壁
拆
）
の
説
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

＊ 

「
折
釵
股
」
は
、
か
ん
ざ
し
の
曲
折
す
る
と
こ
ろ
に
丸
み
が
あ
り
、
し
か

も
力
が
充
実
し
て
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
転
折
が
円
勁
に
し
て
力
が
充
実
し

て
い
る
さ
ま
を
い
う
（
南
宋
・
姜
虁
『
続
書
譜
』、
清
・
朱
履
貞
『
書
学

捷
要
』）。

　
　
　

 

「
屋
漏
痕
」
は
、
壁
上
を
伝
っ
て
落
ち
る
雨
滴
の
よ
う
に
下
降
す
る
筆
画

が
ど
こ
ま
で
も
伸
び
て
い
こ
う
と
す
る
遠
心
性
と
、
ど
こ
で
で
も
止
ま
れ

そ
う
な
求
心
性
を
併
せ
持
つ
筆
意
を
い
う
（
明
・
豊
道
生
『
筆
訣
』）。

　
　
　

 

「
錐
画
沙
」
は
、
沙
に
錐
を
突
き
刺
し
て
線
を
引
こ
う
と
す
る
よ
う
に
、

筆
鋒
を
垂
直
に
立
て
、
渋
行
さ
せ
る
運
筆
を
い
う
（
清
・
馮
武
『
書
法
正

伝
』）。

　
　
　

 

「
壁
拆
」
は
、
土
壁
が
乾
い
た
後
に
で
き
る
拆
け
目
が
自
然
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
章
法
布
置
が
作
意
な
く
天
然
で
あ
る
こ
と
の
喩
え
（『
続
書
譜
』、

『
書
学
捷
要
』）。
な
お
、『
書
譚
』
で
は
「
璧
折
」
に
作
る
が
、
正
し
く
は

「
壁
拆
」。

　

譚
之
二
十
六
（
一
一
八
字
）

　
　

書
法
伝
授

　
　

書
法
傳
受
系
譜
、
猶
韓
退
之
道
統
傳
。
不
知
果
合
於
孔
聖
王
氏
之
意
否
。

　
　

◇ 

書
法
伝
授
の
系
譜
は
、
あ
た
か
も
韓
愈
の
「
道
統
説
」
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
果
た
し
て
孔
子
や
王
羲
之
の
意
に
副
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

　
　

＊ 

南
華
は
、「
羲
之
猶
ほ
書
を
学
ぶ
に
、
張
芝
臨
池
の
精
熟
に
如
か
ざ
る
を

恨
む
。
則
ち
力
久
し
う
し
て
得
る
所
、
豈
に
禅
家
悟
道
の
如
し
」
と
述

べ
、
書
法
伝
授
の
系
譜
に
つ
い
て
、
些
か
懐
疑
的
で
あ
る
。

　

譚
之
二
十
七
（
一
二
三
字
）

　
　

鐫せ
ん

刻こ
く

　
　

鐫
刻
亦
須
精
工
。
…
縱
有
名
筆
而
不
得
妙
工
、
本
來
面
目
、
十
無
一
存
矣
。

況
欲
得
其
神
采
哉
。
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◇ 

鐫
刻
も
亦
た
精
工
が
求
め
ら
れ
る
。
…
仮
に
名
筆
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

妙
工
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
本
来
の
面
目
は
、
十
に
一
も
無
い
だ
ろ
う
。

ま
し
て
そ
の
神
采
を
得
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
尚
更
で
あ
る
。

　
　

＊
鐫
刻
の
重
要
性
を
述
べ
た
譚
。

　

譚
之
二
十
八
（
二
三
二
字
）

　
　

品
第
、
王
志
愔
、
李
嗣
真

　
　

王
志
愔
品
第
古
今
之
書
、
李
嗣
眞
繼
其
緒
而
不
改
。

　
　

◇ 

唐
・
王
志
愔
は
古
今
の
書
を
品
第
し
、
唐
・
李
嗣
真
に
そ
の
ま
ま
引
き
継

が
れ
た
。

　
　

＊ 

宋
・
董
逌
『
広
川
書
跋
』
巻
六
「
皇
象
隷
字
」
に
「
自
王
志
愔
定
録
古
今

書
而
象
已
在
著
録
中
、
至
庾
肩
吾
以
象
品
入
上
中
、
其
後
李
嗣
眞
因
之
不

改
。」
と
あ
る
。『
六
藝
之
一
録
』、『
金
石
文
考
略
』
巻
三
に
も
見
え
る
。

　

譚
之
二
十
九
（
一
一
六
字
）

　
　

章
草

　
　

漢
魏
晉
之
章
艸
、
使
人
心
飛
、
稍
至
六
朝
風
氣
漸
漓
。

　
　

◇ 

漢
魏
晋
に
流
行
っ
た
章
草
は
、
人
心
を
高
揚
さ
せ
た
が
、
六
朝
に
至
っ
て

そ
の
風
気
は
次
第
に
薄
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
　

＊ 

南
華
は
、「
唐
人
敢
へ
て
章
草
を
作
ら
ず
」
と
述
べ
る
が
、「
大
観
帖
」
に

は
北
宋
・
徐
鉉
の
章
草
が
確
認
で
き
、
そ
の
体
裁
は
伝
存
し
て
い
る
と
指

摘
す
る
。

　

譚
之
三
十　

（
一
三
二
字
）

　
　

今
体
之
書
、
尺
牘
、
書
疏

　
　

晉
人
耽
今
體
之
書
。
應
急
下
筆
亦
愼
之
。
故
當
時
諺
云
、
尺
牘
書
疏
千
里
面

目
也
。
此
其
所
以
爲
後
世
之
範
也
。

　
　

◇ 

晋
人
は
今
体
書
に
耽
っ
た
。
急
に
応
じ
て
筆
を
下
し
つ
つ
も
慎
重
に
運
筆

し
た
。
そ
れ
故
、
当
時
の
諺
に
言
う
こ
と
に
、
書
翰
は
千
里
の
面
目
を

保
っ
た
と
。
こ
れ
が
後
世
に
範
を
垂
れ
る
理
由
で
あ
る
。

　
　

＊
尺
牘
・
書
疏
と
も
に
書
翰
の
こ
と
。

　

譚
之
三
十
一
（
九
八
字
）

　
　

李
陽
冰
、
篆
文
（
篆
書
）

　
　

漢
而
後
、
篆
文
絶
品
者
、
獨
以
唐
李
陽
氷
爲
其
人
也
。
自
謂
、
李
斯
後
一
人

也
。

　
　

◇ 

漢
代
以
降
、
篆
書
が
絶
品
で
あ
る
者
は
、
た
だ
唐
・
李
陽
冰
だ
け
で
あ

る
。
自
ら
、
李
斯
の
後
は
自
分
一
人
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。

　
　

＊ 

南
華
は
、
宋
・
徐
鉉
の
篆
文
は
よ
く
知
ら
れ
、
こ
の
頃
ま
で
は
古
形
が
存

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
、
姦
巧
に
走
り
、
二
李
（
李
斯
・
李
陽
冰
）
の

法
は
殆
ど
亡
ん
だ
と
指
摘
す
る
。

　

譚
之
三
十
二
（
二
六
一
字
）

　
　

張
旭
之
草
、
顔
真
卿
之
隷
、
草
聖

　
　

唐
數
名
家
、
譬
諸
數
匹
之
貝
錦
。

　
　

◇ 

唐
の
数
名
の
能
書
は
、
貝
殻
の
文
様
の
よ
う
に
美
し
い
錦
数
匹
に
喩
え
ら

れ
る
。

　
　

＊ 

南
華
は
、
貝
錦
に
喩
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
張
旭
の
草
書
や
顔
真
卿
の

隷
書
を
挙
げ
る
。
特
に
、
草
聖
・
張
芝
に
な
ぞ
ら
え
、
張
旭
も
ま
た
草
聖

と
称
せ
ら
れ
た
と
述
べ
る
。

　

譚
之
三
十
三
（
一
六
六
字
）

　
　

孫
過
庭
、
書
譜
、
五
合
五
乖
、
険
絶
平
正

　
　

唐
人
之
書
及
論
、
無
如
孫
過
庭
者
。

　
　

◇
唐
人
の
書
及
び
論
で
、
孫
過
庭
に
及
ぶ
者
は
い
な
い
。

　
　

＊ 

南
華
は
、
文
徴
明
・
謝
肇
淛
等
の
言
を
引
用
し
な
が
ら
、
孫
過
庭
『
書
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譜
』
を
激
賞
し
て
い
る
。

　

譚
之
三
十
四
（
二
五
七
字
）

　
　

蘇
軾
、
黄
庭
堅
、
米
芾

　
　

宋
南
而
後
、
蘇
軾
・
黄
庭
堅
自
賴
雄
豪
、
遂
陷
惡
道
。
後
米
芾
欲
改
軌
轍
騰

驥
足
、
而
自
恨
爲
時
運
所
拘
。

　
　

◇ 

宋
以
降
、
蘇
軾
・
黄
庭
堅
は
自
ら
を
雄
豪
と
し
、
か
く
て
悪
道
に
陥
っ

た
。
後
に
米
芾
が
そ
の
軌
道
を
改
め
よ
う
と
は
し
た
も
の
の
、
自
ら
時
運

の
為
に
拘
束
さ
れ
た
こ
と
を
恨
ん
だ
。

　
　

＊ 

南
華
は
、
蘇
軾
や
黄
庭
堅
ら
、
北
宋
の
改
革
的
な
書
人
を
評
価
し
て
い
な

い
。
譚
之
三
十
六
に
あ
る
よ
う
に
、
元
明
の
温
雅
な
書
風
を
好
ん
だ
よ
う

で
あ
る
。

　

譚
之
三
十
五
（
八
〇
字
）

　
　

鐘
鼎
文

　
　

皇
祐
之
始
、
命
摹
歷
代
鍾
鼎
之
欵
。
是
鼎
鍾
文
所
從
興
也
。

　
　

◇ 

北
宋
の
皇
祐
の
始
め
に
、
勅
命
に
よ
り
歴
代
の
鐘
鼎
の
款
を
摹
し
た
。
こ

れ
が
鐘
鼎
文
の
興
り
で
あ
る
。

　
　

＊ 

南
華
は
、
後
世
の
者
が
鐘
鼎
文
を
閲
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
宋
人
の

努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
述
べ
る
。
な
お
、『
書
譚
』
で
は
、「
鐘
鼎
」
を

「
鼎
鍾
」
に
作
る
。

　

譚
之
三
十
六
（
一
一
二
字
）

　
　

趙
孟
頫
、
鮮
于
枢
、
祝
允
明
、
王
履
吉
、
文
徴
明

　
　

元
趙
孟
頫
・
鮮
于
樞
、
明
祝
允
明
・
王
履
吉
・
文
徴
明
之
徒
、
爲
蓋
世
之

才
、
固
勿
論
焉
。

　
　

◇ 

元
の
趙
孟
頫
・
鮮
于
枢
、
明
の
祝
允
明
・
王
履
吉
・
文
徴
明
ら
が
、
蓋
世

の
才
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

○
城
戸
南
華
『
書
譚
』
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＊ 

南
華
自
身
が
、
北
宋
の
書
家
を
忌
避
し
、
元
明
の
書
家
を
高
く
評
価
し
て

い
る
こ
と
を
よ
く
示
す
譚
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
様
書
家
の

嗜
好
も
窺
え
る
。

　

譚
之
三
十
七
（
一
四
〇
字
）

　
　

書
運
、
詩
運

　
　

書
運
與
詩
運
契
焉
。
…
大
率
其
世
之
書
與
詩
升
降
。

　
　

◇ 

書
の
隆
盛
と
詩
の
隆
盛
と
に
は
強
い
結
び
付
き
が
あ
る
。
…
だ
い
た
い
そ

の
時
代
の
書
と
詩
と
の
盛
衰
は
同
じ
傾
向
に
あ
る
。

　
　

＊ 

南
華
は
、
書
と
詩
と
の
強
い
関
係
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
大
変
興
味
深

い
。
書
と
詩
と
の
連
関
に
つ
い
て
の
視
座
を
有
す
る
書
論
は
画
期
的
で
あ

る
。

四
、
考
察

　

『
書
譚
』
全
三
十
七
譚
を
概
説
し
た
が
、
南
華
の
面
目
躍
如
た
る
自
説
の
展
開

が
顕
著
な
箇
所
を
『
書
譚
』
を
中
心
に
、
考
察
す
る
。

　

譚
之
一
の
「
古
文
」
に
つ
い
て
は
、「
王お

う

愔い
ん

文
字
志
を
作
る
に
及
び
、
科
斗
・

古
文
を
以
て
二
種
と
為
す
。
其
の
意
、
倉
頡
の
字
を
以
て
古
文
と
為
す
。
三
代
の

字
を
以
て
科
斗
と
為
す
。
余
按
ず
る
に
然
ら
ず
。
古
文
と
は
今
よ
り
古
を
指
す
称

の
み
。」
と
述
べ
、
北
朝
の
王
愔
が
『
文
字
志
』
を
編
む
に
あ
た
り
、「
古
文
」
と

「
科
斗
」
の
二
種
に
分
類
す
る
こ
と
に
、
南
華
は
異
を
唱
え
、
衛
恒
の
『
四
体
書

勢
』
を
引
い
て
、
こ
れ
を
支
持
す
る
。

　

譚
之
四
の
「
小
篆
」
に
つ
い
て
、『
宣
和
書
譜
』
の
言
を
引
き
、『
宣
和
書
譜
』

で
は
、
人
々
は
李
斯
を
小
篆
の
祖
と
す
る
が
、
先
秦
の
成
立
で
あ
る
詛
楚
文
を
考

証
す
れ
ば
、
そ
れ
は
小
篆
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
祖
と
せ

ず
、
李
斯
の
み
が
ひ
と
り
祖
と
し
て
そ
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
、
と
言

う
。
こ
れ
に
対
し
、
南
華
は
、
吾
丘
衍
の
『
学
古
編
』
の
論
を
根
拠
に
、「
余
按

ず
る
に
、
詛
楚
文
は
本
と
先
秦
の
文
に
非
ず
。」
と
し
、『
宣
和
書
譜
』
の
説
を
退

け
て
い
る
。

　

譚
之
六
で
は
、
装
飾
的
な
篆
書
と
し
て
「
鳥
蟲
篆
・
龍
蛇
篆
」
を
筆
頭
に
、

「
懸
針
篆
・
垂
露
篆
・
柳
葉
篆
・
倒と

う

薤か
い

篆
・
蜩
蟲
篆
・
芝
英
篆
」
等
を
列
挙
す
る

が
、
南
華
は
、「
猥み

だ

り
に
鳥
獣
に
象
り
、
慢み
だ

り
に
草
木
に
形
し
、
遂
に
工
を
翰
墨

に
虧か

き
、
能
く
丹
青
を
争
ふ
。
其
の
由
り
師
と
す
る
所
を
知
る
こ
と
莫
し
。」
と

根
拠
の
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
は
、「
今
此
の
怪
物
、
翰
墨
の
異

端
、
書
藝
の
大
厄
な
り
。」
と
非
難
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
譚
之
十
五
に
お
い
て
、「
小
篆
」
に
「
重
文
」
が
増
え
、
痕
跡
不
明
な
も
の

が
出
て
き
た
と
指
摘
す
る
こ
と
に
も
通
ず
る
。

　

譚
之
十
二
で
は
「
梵
書
」
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
紙
幅
を
割
く
。
当
時
の
日
本

書
論
で
は
、
古
文
（
譚
之
一
）・
八
分
（
譚
之
八
）・
飛
白
（
譚
之
十
三
）
等
に
言

及
し
て
い
る
も
の
は
多
い
が
、
梵
書
に
ま
で
広
げ
て
論
ず
る
の
は
、
き
わ
め
て
珍

し
い
。

　

遺
品
を
後
世
に
伝
存
せ
し
め
た
方
途
に
つ
い
て
、
高
く
評
価
す
る
の
も
『
書

譚
』
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
拓
本
に
つ
い
て
述
べ
た
譚
之
十
七
、「
廓
塡

（
雙
鉤
塡
墨
）」
や
「
影
書
（
響
搨
）」
に
つ
い
て
述
べ
た
譚
之
十
九
等
が
こ
れ
に

当
た
る
。
ま
た
、「
鐫
刻
」
に
つ
い
て
述
べ
た
譚
之
二
十
七
や
「
鐘
鼎
文
」
に
つ

い
て
述
べ
た
譚
之
三
十
五
は
、
そ
の
技
法
を
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
工
人
に
対

す
る
敬
意
も
窺
え
る
。「
書
」
で
あ
る
か
ら
に
は
、「
書
」
そ
の
も
の
が
評
価
さ
れ

る
の
は
第
一
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
先
人
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
後
世
に
伝
え
遺

さ
ん
と
す
る
努
力
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。「
後
死
の
者
、
其
の

覧
を
博
す
る
は
、
宋
人
の
賜
な
り
。」
の
評
語
に
、
南
華
の
虚
心
坦
懐
な
気
持
ち

が
読
み
取
れ
る
。

　

一
方
で
、
多
分
に
伝
承
的
な
論
に
つ
い
て
は
、
懐
疑
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
譚

之
十
八
で
は
、
真
跡
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
も
の
の
多
く
が
摹
搨
を
経
た
も
の
で
あ

る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
筆
法
伝
授
に
つ
い
て
述
べ
た
譚
之
二
十
三
や
譚
之
二
十

六
で
は
、
師
承
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
疑
念
を
表
明
す
る
。
伝
説
的
な
も
の
は
採
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ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
南
華
の
実
証
的
な
態
度
が
窺
え
よ
う
。
南
華
が
最
も
重
き
を

置
く
も
の
は
、「
虚
神
浄
慮
」（
譚
之
二
十
一
）、「
風
神
気
象
」（
譚
之
二
十
四
）

と
い
っ
た
精
神
性
で
あ
る
。

　

『
書
譚
』
の
後
半
、
譚
之
三
十
一
、
譚
之
三
十
二
、
譚
之
三
十
三
、
譚
之
三
十

四
、
譚
之
三
十
六
で
は
、
書
家
の
評
価
を
行
う
。
南
華
の
評
語
は
、
江
戸
時
代
の

唐
様
に
お
け
る
評
価
の
基
準
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
様
書
家

の
間
で
は
、
王
羲
之
は
別
格
と
し
て
、
元
の
趙
孟
頫
・
鮮
于
枢
、
明
の
祝
允
明
・

文
徴
明
ら
が
評
価
さ
れ
る
が
、『
書
譚
』
に
お
け
る
言
説
は
、
そ
の
先
駆
け
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
南
華
の
、
元
明
書
家
に
対
す
る
高
評
価
に
対
し
、
蘇
軾
・

黄
庭
堅
等
の
北
宋
書
家
に
対
す
る
厳
し
い
眼
差
し
は
、
今
日
の
書
学
に
お
け
る
評

価
に
照
ら
せ
ば
、
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
真
跡
は
閲
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
摹
搨
を
経
た
も
の
し
か
過
眼
で
き
な
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
已
む
を

得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

最
終
の
譚
之
三
十
七
に
お
い
て
、
書
と
詩
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と

は
、
出
色
で
あ
る
。
詩
の
隆
盛
期
に
は
書
も
ま
た
盛
ん
に
な
り
、
詩
が
衰
退
期
を

迎
え
れ
ば
、
書
も
ま
た
低
調
と
な
る
、
と
い
う
叙
述
は
、
た
い
そ
う
興
味
深
い
。

魏
・
晋
の
時
代
に
隷
書
や
草
書
が
発
展
し
、
律
詩
・
絶
句
が
隆
盛
し
た
唐
代
に

あ
っ
て
は
書
も
盛
ん
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、「
書 

衰
へ
て
論
興
り
、

詩 

衰
へ
て
評
起
る
。」
と
、
そ
の
衰
退
期
に
あ
っ
て
は
、
論
評
が
興
る
こ
と
も
指

摘
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
書
譚
』
に
は
一
家
の
見
識
が
示
さ
れ
、
そ
の
論
理
の
実
証

は
、
爽
快
感
す
ら
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。『
書
譚
』
に
お
け
る
客
観
的
且
つ
実

証
的
な
南
華
の
学
究
態
度
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
実
に
多
い
。
古
今
の
文
献
に
基
づ

き
、
書
体
・
書
法
・
書
学
・
書
評
・
書
品
・
文
房
他
、
書
の
諸
領
域
を
包
括
し
て

論
じ
た
『
書
譚
』
は
、《
元
祖
書
論
史
》
と
称
し
て
も
、
決
し
て
大
袈
裟
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
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